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　　　　　　　　1緒　雷　　　　ものa’　”1’1には，樋，光沢として測られ舳のの網｝数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　妙なfactorが入つてくるものと考3えられ，－Ni　iアラサ

1雛製品の端平∫腔間ア・サ酬定するため漸し　などもこのfac・。・の一・として挙げることカ1で謁。

く電気額式醸面アラ帰震欝し，一この顯師　このような劇・カ・・らも，われわれ胱沢醗の．．部とし

つた結果について蹴に第””一報に方全いて糖した・　　てアラサ卿1髄とり入れて猷。

蘭アラサと光沢との関｛聾つ・’ては，搬の撒面　さて識物a…t・n・1　R．　，糸つかい融上工勲ど1譲価

眼いては，欄・h・・n光沢を呈するが，そのsheen　のアラサ1・大諦関1融もつて、、ることV・：、IVIらかで繍

の臨賄θ・と蘭アラyhとの間に　　　　カ・，こ畷酌ア・サは，働搬働体瀟のアラサ
　　　　　　　　2乃c°sθ・＝2／4　　　　　1・較べて訊く変形を受賜・・ので，このアラサを1則1驚

　　　　　　　こ・L　｝こ，λ：入噛の譲　　　　す鵬合のpi・k　up　Ki　IS分の圧力は綱て電要憶贈

の関係が成立つこと客、Jentzsch力曳離向勺に説肌てv・　もつてくる．これを逆にみれば勲の購上のアラサが

る・これ劇し，蓮講はガラスや金属の粗剛謝して　励によつてどのように変化するかを醗することは

嵩の式が性質白勺に灘すること麟忍めている・又，矢野　り譲醐駒1髄の欝をさぐること洲陥ものと

等はブリ禰において洗ずゴリ緬が光沢の鱗とか　考えられる。

測麟件で，光沢の灘曙し咬動のないことを確か　この様蠣吋・で冷騨ア・サと勧との陥，イ，ヒ．1

めた上で，6°°正反射光沢と澗のアラサとのww系欄　工程によるアラサの変化の様子等について聡の鰍を

べて，両者の聞に相当程度の相関のあることを見出して　　行つたので，その結果について報皆する。

いる。もともとアラサと光沢とは同じ面の性質を異つた

立場からみているものであることを考えれば，このよう　　　　　　　　2　装置並びに測定法

窒羅襯1が関係のあることはむしろ当然ともい．．Ptc．．一．ii！lii1．：－Zサの轍…前回漁た繍慰貫と

・・ろで話を織物のか戻。てみ。、，今。で、、適当式アフサ計を用いてCM，　c”・を求め，・れから式

なアラサ測定法が・かつたため，・の加・灘・開拓　　・・濃監i鉾（・m・

されて居らず・どちらかといえば光沢のみにとら枇て　によつて，立体・陶空聞アラサ1－1、鶴襯した。

き蠣向が少くなかつた・　　　　　　なお照1定の際のEE！VJの調整は，獺1貝1繊勧螂
織物のような灘な鏑をもつ渤体の欄・ヤ1’：・　電髄改造してFig，・のよう1・顕鱗の鋤蝿と，

光沢の測定のみで統分とはいえな・・1餉齢く，猷　ば辮りとを利肌て行い，’就励のカ・け方は、lruの

ぼ或る二つの物体の対比光沢が等しい髄とつても，肉　醗ごとに励の物け肪向1・変化させて鰍した。

眼でみ燃じは金く違つているようなことはよくみられ　また木測定法力・職法であるため，励を臓てから

る例である・このよう鰯創こ・ヤとして感じとられる　CM又はC・、を瀞とるまでの操作に凡そ・・数糎要
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Ele：trical　insu！ator

第　2　畿

仕上工程名

，。le／

1　一　　　洗

2　脱　　　水

3　耳　　　縫

4　縮　　　絨

5　二　　　洗

6　脱　　　水

7　煮　　　絨

8　脱　　　水

9　検　　　反

10乾　　　絨

11検　　　査

12　アイPソ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13針　起　毛

Fig．1　Schematica1　diagram　of　pick　up　head　　　　14　玉　　　取

試料番号 仕上工程名

工　　15胸　　　毛

　　　16　　金卜　　i起　　毛

　　　17勢　　　毛

皿　　　18　湿　　　　潤

　　　19起　　　毛

　　　201舅　　　毛

皿　　21起　　　毛

　　　22蒸　　　絨

　　　23乾　　　燥

　　　24検　　　査

　　　25勢　　　毛

　　　26除　　　塵

　　　27蒸気ブラシ

　　　28　燕絨仕上げ

試判番号

lV

v

するので，この聞の織物のcreepが影響して，　CM叉は　　　　織卸された試料｝詣未だ仕上加工で，1回の洗濯が行

CHgも徐々に変化（増加）するので，加圧から読取りま　　　われたばかりで，糊抜も不完全なままやや圃化した状態

で，又読取りから加圧までの時聞は1：H来るだけ等しくな　　のWarpと，これに交錯するWeftとが，殆んど糸の

るように心樹けて測定を行つたがしかし後にみるよう　　　寂まの姿であり，したがつて織物本来の弾性，柔軟性は

に，厚い布地などでは，このcreepの影響が網当に大　　　あらわれていない。圧力の増加と共にHSは増大し・見

きく現われ，測定値がかなりのばらつきをみせている。　　　描け上アラサは増加しその傾向は直線的である・

　この他，圧力を加える際の蜷かな振動なども影響し易　　　試料：ffにっいて

いので，この点にも留意して測定を行つた。　　　　　　　　Hsの増加傾向は試料工の場合と殆んど同様であるが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　与えられた縮絨加工によつて全般的に表面アラサの増大

　　　　　　　　3試　　料　　　　が示されている。

　本研究に使用した試料は，綿布（Warp　20’s，　Weft　　　討料皿について

24，s，　Density　28／cm）と紡毛オーバー地（1／16，s原毛　　　　洗濯，煮絨の加工が行われたため，織物は表裏共緻密

MBC　60％MCR　40％66t／10cm，表組織3／1襲組織　　　になりアラサは最も減少し，圧力によるアラサの影響は

1／2）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，皿程ではなく，一且安定な状態に落付いている。

　前者については，これとこれをマーセル化したものと　　　試料IVについて

をとり，後者は織卸し布にeVバr－一仕上を施し，その加　　　　起毛，輿毛加工が3回行われ，織物而には繊維が一斉

工工程中から次の6種類をとつた。（第2表）　　　　　　　に立並んでいる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アラサの変化傾向は，従来の直線からS字形に変形
　　　　　　　　4測定結果　　　　し，S字の下普　曲繍1～を示すMI・VIJ　8・9繰では，翻の

先ずオーバー地において，圧ブ」による表面アラサの変　変形，S線部の圧力1609位まではH・の織物本体への

化をFig．2についてのべれば　　　　　　　　　　　　　　浸透と接触，上部曲線部の圧力2009位までは織物本体

試料工について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のて）ギ熟があらわれる。
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Fig．3　The　3－Dimensional　Mea皿Space　Roughness
　　　on　the　Surface　of　Cotton　Fabrics
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試料Vについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔2）R．S。　HuNTER：」・Res　Nat・Bur・S，18・19（1937）

　璽に起毛，蒸絨加工が施されるので，一一旦アラサは増　　（3）E．JENTzscH：Z・f・tech・phys，7，310（1926）

火するが7k平直線となり，圧力の増加によるアラサの影　　　（4）蓮沼宏・奈良治郎：応用物理・22・389（1953）

響は殆んど見られず，ここに至つて織物としての安定性　　　（5）矢野宏・岩崎署子・奈良治良il：機械の研究，9・585

が生れて来たと解釈される。　　　　　　　　　　　　　　　　（1957）

試料Wについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）古村正夫；応物学会講演予稿，100（1956）

　全く仕上が終つたので，Vよりもアラサは減少し，又　　　（7）福島栄之助・吉村正夫；応物関係連脅講演予稿，27

この程度の圧力ではアラサの影響がない程度に竪実安定　　　（1956）

な織物になつている　　　　　　　　　　　　　　　　（8）吉村正夫；応用1刎鮎26，250（1957）

　以上の傾向は，裏面についても殆んど一致している　　　（9）沢路雅央・古里潔吉・棚1沢延腸゜小林尚一・小山楚

が，試料褒面の特長として比較的畏い毛羽でおおわれて　　　　：綿研報告，51，141（1956）

いるので蹄鋤本体の凹凸がこオ東繍わt’L，瓢1アラ　　　　　s。。mary
サH・は織倣鰍り搬　勺にノj’さV’髄示す・　　　1。、he　p、、t　it　w。s　imp。，sib1。　t。　m，。、、，。　th，

Fig．3は細iについての涯腱糊↓である・マーセル1ヒ　3．dime。、i、nal．m，、。、p。、，一，。。gh。，，s。。　th，、。，．

した繍fは劇f砒して表面アラサ雄か蝋大する　f。、，。f、ex，i1，　p，。duc・、　i。・rel、ti。。　t。　th・cha・g・

が，圧力による影響は少くなり織物としての安建性が増　　　of　pressure．

している・　　　　　　　　　　　W。have　e1。b。，。t，d、m，th。d　f。，　the　m，。・
又瀦とも測麟果のバラツキはT）tl°）三徽物の1舶よ　，。，em，nt。。d，r　c。n、id。，ati，。，。nd　whi、h　h，1p，d

り著しく減少しているが，織物表面の毛羽や其他表面近　　　us　in　sQlving　such　problems　ab◎ut　the　surface

伽按定していて，測定の際の1堕かな振購闘しても　。f　texti1。　p，。d。、ts　a，　d。f＿ti。。。f・it，　t。，t，

安鮒が坐れると共にC「eepなどが殆んどなV’ためと　。f　fi。i，hl。9．tech。iques，，ff，ct、。f　f1。ff，・t・．

解釈さ泌・　　　　　　　　　　Thi，　m，th。d　w、、。sed　t。，ee　h。w　th。　fh、i，hi。g

　　　　　　　　5総括　　process　of　woolen　fabrics　changed　and　the　follo・

（、｝徹励の変化にともなう鋤の獺アラサの測　wing　「esults　we「e°blained・．．

瓢鷲識羅灘霧謙。脇膿瓢t麗塞器器
翻の影響，慨技術の吟購力・可能1、なつた。　　the　「°・ghness°f　t呼su「face　wlth　pressu「e・

蘭輔庸る鰍とから成り，ア・サの変化は撰の　s・　　’．．
・字形蛎すla至り遂に聯ん8E力の購綬けな　（3）Afte「the　f1ワishmg　P「°cess・they　came　l°

V、難した織物に至る過程がel・veさ減。　　　・t・b1・・tate　in　wluc111ittle　change　t°°k　Place　m

（8）紙，サランシ．トの測灘果に｝ま、殆んど．・ラ。　the．「°ゆness°f　thei「su「face・even　in　the

キは見られなV・が，毛勲の場a｝・聞当の．・ラ。キが　inc「ease　°f　P「essu「e・　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Laboratory　of　Silk　Testing，　Spinnlng　and
あらわれる。毛織物は表面が微細な繊維でおおわれてい
るので，圧力によつて変形する状態が麟匡であ蜘肪　Weavi”g・Faculty°f　Textile　and　Se「iculture・

法の灘磁感にひびくためであろう。　　　　Shinshu　Unive「sity・）
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